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数を知 らず､就中大なるを寄老会と称す｡遠 く之を望めば脈々たる連山の如 し｡近い
て之を見むとすれども能はず｡片鱗時に落ちて剣花官兵を畏れしむるのみ｡･--ビス
マ-ク嘗て世界の三大怪物を数ふ｡虚無覚は英一にして苛老会は英二なりき｡-･-漢



























に入 りて酉太后の信頼最 も厚 く､昨年太后皇帝相次いで崩御するや､一身を挺んでて
前後の事に処 し､挙措神速､何等の擾乱 も起るの暇なからしめたるは､内外を して殆
んど呆然たりしめし所に御座候｡｣この文面を読んでもわかるように張之洞氏の死を
欺 き悲 しみ張氏を心から敬愛 していたことがわかる｡ ｢百回通信｣又日く ｢張氏の名
を初めて邦人に伝へられたるは､日清戟争当時の事に候｡時に張氏南清に両広総督た
り｡戟了るに及び講和条件申台湾分割の事あるを怒 り､寧ろ之を英国に与へて其カを







革 .(後に革命)は教育と産業を最優先 しなければならない所を指摘 し､日本人よりも
近代化を渇望 した｡靖国の腐敗 した官僚政治を改革するには啄木が ｢空中署｣三で述








































南軍の中で流行 していた異姓間の結集を禁止せず却ってこれらの武力を利用 して ｢兄
弟兵｣なる組織を鍔成 し自然に湖南軍の中での互助組織となった｡それが四川～帯の
会覚結社をまねて江湖会､寄老会の名称をつけるに至った仕のである｡寄老会が成立


































いのでこれは張之洞氏が日清戦争後両湖 (湖南 ｡湖北)留学生を日本に派遣 したこと
と混同してしまったのではないかと思 う｡兎に角 ｢空中賓｣で苛老会のことについて
言及 していることは啄木が中国の潜勢力に着目し内部に巣 くっていた革命的分子の将



















て重た中国侮蔑の政策は間違 っていると警告 し､中国革命の成功を期待 していたこと
が以上によってよくわかる｡
註
①荘書発着 ｢酒代秘密会党史研究｣ 288頁 文史哲出版社 民国83年12初版
②劉庫裏著 ｢湘軍与寄老会- 試析苛老会的起源問題｣ 392寅 中央研究院近代史研究所
民国 75年 12月｡
③徐安混著 ｢寄老会的起源及其発展｣ 24支 台湾奮立博物館 民国 78年4月｡
④清朝秘密結社の中で最も規模が大きい組織で寄老会と合流した0








機を購入 して中国紡織工業の基礎を定め④製鉄工場を両広に設け後に両湖 (湖南 ｡湖
I)とい





治を導入 したか らであると認め中国も早 く西洋の政治思想を学んで清国の変法を考え
ない限り永久に世界か ら隔絶 されると思 う国民が増えてくることを懸念 した｡最 もこ
れを強 く要求 したのが康有為と梁啓超である｡張之滑氏は ｢勧学篇｣を発表 し皇権の



































①周漢光著 ｢張之洞与広雅書院｣ 260真 申国文化大学出版 民72.ll




は深い､前述の ｢空中書｣ (41年10月13日-16日)を皮切 りに ｢日曜通信｣ (10月30
日-11月 1日) ｢胃弱通信｣ (42年 5月26日- 6月 2日)及び最後の寄稿 となった
｢百回通信｣ (10月 5日-11月21日)等の時評は日一 日として激度を加えて行った｡
｢空中書｣は ｢洛陽一布衣｣の署名で発表 しているがこれは啄木自身であることは














という記載があるのを見ても ｢空中書｣は啄木が先生足下 と称する ｢先生｣に送 った
ものであることがわかる｡先生とは啄木高等小学校時代の旧師新渡戸仙島民のことを





























て原稿料を "地方の新聞よりいくらか貰ふ〝工夫をしたのであり､恩師に対 して "先
生の御指金にて､御採用〝をお願いしたのであることがわかる｡つまり新渡戸仙岳先
生が岩手日報の局員になったきっかけを利用 して原稿料稼ぎの積 りで ｢空中書｣を書
いたのだということがわかるO-方新渡戸氏は小児の如き純情を披渡する啄木を我が










社局員新渡戸仙岳氏のカによるところが大 きいと言わねばな らない｡啄木 と岩手 日報
の関係は旧師新渡戸仙島民の媒介を得て､当時日清､目口戦役後の日本の間違 った政
策を強 く批判 した｡当時の日本政府 はみちの くの田舎新聞社の言論を正論 と見ず､警
世家啄木の思想を一介の無名詩人の戯言 として目にもかけなかったことは悔いが残る｡
啄木の警世思想が重視 されていたな らば東洋の波潤は回避 されたか も知れないことを
思えば前大戦で犠牲になった東洋人の霊が慰められない｡
啄木 と岩手 日報 とのかかわりは警世の小論文を掲げた後､啄木の寄稿が杜絶 してい
るoそれは①朝 日新聞の校正係の仕事が見付かったことと② ｢一挺の砂｣の出版で忙






②林姦雄 ｢福淳諭薯と石川啄木｣- 脱亜思想からの一考察 日本論叢 第五冊 淡大日文系
出版 1993.12.
③斎藤三郎 ｢啄木と故郷人｣ 110貢 光文社 昭21.ll.25.
④岩手日報年表による｡
結 論
苛老会 と張之洞は中国革命に多大な貢献を したO明治四十一年十月啄木が ｢空中書｣
の中で寄老会の組織を揚子江畔の伏竜 と称 した｡又明治四十二年 ｢百回通信｣の中で
張之涌氏の死を悼んで彼の教育 と産業により中国近代化を強 く評価 し､後に彼が両湖
総督の時代に派遣 した留 日中国人学生が中心 となって辛亥革命を起 し革命の発進地が
湖北の武昌であったことなどか ら考えて見れば中国革命の志士を育てたのが張之洞氏
であったことが伺われる｡ この二大事実を啄木は明治四十-､二年 (一九〇八､一九
〇九)の頃か ら情報を察知 し､中国革命 (一九--)が勃発することを予知 していた｡
そ してその革命が必ず成功することを予言 し ｢空中書｣内に ｢世界第二十一世紀の努









い完美的な内容である｡中国革命の成功がなければ古羅馬の大業 はな し得 られない｡
啄木は明治四十一年には完全に警世家から予言者へと脱皮 したと言っても過言ではな
かろうO辛亥革命が起った一九一一年十月十日啄木はもうこの世にはいなかったO
最 も重要なことは啄木が新渡戸仙岳を頼 って小遣い稼 ぎの積 りで寄稿 した重要な論
文が全部新渡戸氏の慧眼によって岩手日報に掲載されたことである｡当時の岩手日報
はみちのくの田舎新聞社であったが勇敢にも日清 ｡目口両戦役後の思想の統-が厳 し
くなりつつあった日本に於いて啄木の警世的論文を活字にして世に関わせたことは明
治日本の一大事であったと言わねばならない｡岩手日報がこれらの記事を掲載 しなかっ
たら警世家啄木､或は予言者啄木の誕生はなかったと断言できる｡彼の予言は或は世
に問われないまま胎死の憂き目を味わったかも知れないことを思えば岩手日報の役割
は天より高いほどの価値感で評価されねばならない｡中国革命の成功を予言 しその後
に中国が舌羅馬の大業をなすと大言を吐いた啄木の国際観は明治日本では重要視され
ない不遇の身で終ったが､国際化時代が進む中で啄木研究はこれからもっと視界を広
げて推 し進められなくてはならない｡
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